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[道徳授業地区公開講座]  

６月２９日（水）に道徳授業地区公開講座がありました。５校時に、１年生から３年生までの
全クラスで同じ題材を扱い、道徳の授業を行いました。６校時には、全校生徒がオンラインで意
見交換会に参加しました。各クラスの代表者が、自分のクラスで出た意見について発表しました。
教材は「海と空―樫野の人々―」でした。どのクラスも真剣な態度で授業に取り組んでいました。
１年生の考えや感想を紹介します。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  

［御家庭への御連絡］ 
○教材費の引き落としについて 
 ４月の保護者会でお伝えしましたとおり、全３回の教材費引き落としのうち、第２回目の引
き落としが７月１４日（木）にございます。金額は１１，０５５円となります。つきまして
は、御登録の口座に１３日（水）までに御入金くださいますようお願い申し上げます。 

 

［来週の予定］ 

日付 曜 １ ２ ３ ４ ５ ６ 内容・連絡 給食 

１１日 月 総 ② 総 総 ⑤ ⑥ ③④ボッチャ体験教室 身長体重測定 ○ 

１２日 火 ① ② ③ ④ ⑤ 学 ⑥学年集会 ○ 

１３日 水 ① ② ③ ④ ⑤  避難訓練 数トレ・Eトレ ○ 

１４日 木 総 ② ③ ④ ⑤ ⑥  ○ 

１５日 金 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥  ○ 

 

・日本とトルコの関係がいいと思った。ずっと昔にあった事なのに、今も語り継がれてすごいと思った。私も困って

いる人がいたら助けてあげられるような思いやる心を大切にしようと思いました。 

・もし何か人が困っている事があれば直ぐに助け合い、人との違いを分かり合える事が大切だと分かりました。 

・海と空の話は、聞いたことがあったけど、あまり深く考えたことがなかったので、とてもいい経験になった。これか

らも周りの人の考え方や意見を大切にしたい。 

・今回の話を活かして、外国の人と交流していきたいです。 

・危険をさらしてまで命がけで助けてくれていて、人の恩はいつか巡り巡って返ってくるのだなと改めて感じました。 

・国を超えて人と人とが繋がることで、助け合って生きていける国際的な社会へと進化していけるのではないか

と思った。 

・これは、人間しかできない素敵な関係だなと思いました。助け、助け合う。こういうことが、今の現代日本にも重

要なことかなと感じました。今ネットで誹謗中傷が増えている中、助け合う、相手を思いやるということは本当に

大事だなと思いました。私も、トルコの人々を助けた人たちのようなすごい人になりたいです。 

・ずっと前に誰かを助けたり、誰かにとって救いとなる行動をしたりしたことにより、それが今にも伝わって国と国とが

交流を深めたりお互いを理解したりすることが出来ることはとても凄いことだし、これがどんどん大きくなって、最

終的に世界中の国すべてがわかり合える、仲良くなれるような世の中になっていくと感じて、目の前の人を少し

でも大切にしていくことが必要だと思いました。 


